
決算特別委員会環境市民厚生分科会 

 

Ｒ３．９．１３（月）  

  時  分～    

場所：全員協議会室   

 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 事務事業評価対象事業の論点整理 

 （１）環境保全対策経費 

（２）生活保護運営対策経費 

 （３）子ども・子育て支援経費（子どもの貧困実態調査・計画策定業務委託料） 

 

３ その他 

 （１）審査日程 

   ・９月１５日（水）１０：３０～ 所管分調査（こども未来部） 

１３：３０～ 所管分調査（健康福祉部） 

   ・９月１６日（木）１０：００～ 所管分調査（市立病院） 

            １３：３０～ 所管分調査（環境先進都市推進部） 

            １５：００～ 所管分調査（市民生活部） 

   ・９月１７日（金）１３：００～ 事務事業評価 

（こども未来部・環境先進都市推進部・健康福祉部） 

            １６：００～ 分科会採決 



事務事業評価 論点整理資料 

（１）【環境保全対策経費】 

内 

容 

○環境保全・美化に関する啓蒙啓発、公害防止、不法投棄等の監視パトロール、水

質検査、環境騒音及び自動車騒音測定の実施、市街地における空き地の雑草パト

ロール等を実施する。 
選
定
理
由 

〇議員提案した「亀岡市ポイ捨て等禁止条例」が、令和２年８月に施行されたが、

それを受けて、どのような取組が行われたのか。 

論 

点 

○ 
○ 

参 
 

考 

○主な経費 

・会計年度職員報酬等            2,830,356円 

  警察ＯＢを任用し不法投棄・不法開発等を監視 

193,860円×12月×1人 

・水質検査業務委託料             769,736円 

・自動車騒音常時監視及び面的評価業務委託料  312,400円 

・不法投棄対策業務委託料          3,152,032円 

  不法投棄パトロール・撤去作業等 

  実績：パトロール168日、延べ336人、不法投棄物回収量約10ｔ 
 
 
○R1.9事務事業評価（H30年度決算） 【 拡充 】 

論 点 
・不法投棄対策に係る事業の具体的な業務内容や業務量、費用対効果

は。 

意 見 
・様々な手法を駆使して対策を行うとともに、効果的な啓発方法を検

討されたい。 

 
○R2.9事務事業評価（R1 年度決算） 【 拡充 】 

論 点 
・ポイ捨てや不法投棄を防止するために効果的な啓発を行っているか。 

・公害苦情処理件数等の実績に対する具体的な対策は。 

意 見 
・市民や事業者と一体になった事業展開を図り、成果が可視化できる

よう一層工夫されたい。 
 



事務事業評価 論点整理資料 

（２）【生活保護運営対策経費】 

内 

容 

○生活保護の円滑な運営及び適正な実施を図る。 

選
定
理
由 

○コロナ禍で、生活保護を申請される方が増加していくことが予想される中、生活

保護制度の重要性を再確認したい。 
〇それに見合った（充実した）事業内容となっているのか。 

論 

点 

○ 
〇 

参 
 

考 

○主な経費 

 

 ・嘱託医報酬（55,320 円×12 か月）      663,840 円 

 ・社会保険診療報酬支払基金及び 

京都府国民健康保険団体連合会事務手数料  606,137 円 

 ・ＯＡ機器保守委託料           2,491,944 円 

 ・生活保護版レセプト管理システムに係るサービス利用料                           

509,850 円 

 ・機械器具借上料             3,434,400 円 

 



事務事業評価 論点整理資料 

（３）【子ども・子育て支援経費】 

（子どもの貧困実態調査・計画策定業務委託料） 

内 

容 

○「第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、本市における子育て支

援の充実に向けて、各種の子育て支援施策・事業を実施するとともに、子育て支

援イベントを開催し、子育て支援施策の更なる啓発と利用促進を図る。 

選
定
理
由 

○子どもの貧困対策については、これまで環境市民厚生常任委員会として、要望を

行ってきたが、どのように事業に反映されているのか。 
〇子どもの貧困実態調査の内容と結果は。また、その結果を受けて、どのように取

り組んだのか。 

論 

点 

〇 
〇 

参 
 

考 
○主な経費 

 

 ・子どもの貧困実態調査・計画策定業務委託料  2,600,000 円（国 1/2） 

 


